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今
奉
、

九
田
地
区
に
オ
ー

プ
ン
し
た
障
害
者
の
通
所
授

産
施
設

「み
ず
な
ぎ
丸
田
学

園
」
⌒植
田
泰
正
施
設
長
、

定

員
二
十
人
）
で
、

利
用
者
た

ち
が
花
や
観
葉
植
物
の
園
芸

品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

事
業
の
メ
ー
ン
は
パ
ン

製
造
と
販
売
だ
が
、

豊
か
な

自
然
が
広
が
る
地
域
で
植
物

に
触
れ
る
作
業
と
し
て
進
め

て

い
る
。

人
気

の

一
品

と

な

っ
て
い
る
。

八
雲
小
学
校
近
く
の
九
回

学
園
は
、

パ
ン
エ
房
と
そ
の

場
で
食
べ
る
こ
と
の
で
き
る

闘
か
ら
始
め
園
芸
品
づ
く
り

み
ず
な
ぎ

丸

田
学
園

人
気
の

一
品
、

育
て
て
販
売

カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
を
併
設
し

て
い
る
。

五
十
種
類
の
パ
ン

を
製
造
し
、

同
学
園
を
は
じ

め
、

北

田
辺

の
み
ず

な
ぎ

シ
ョ
ッ
プ

「ビ
バ
」

、
寿
荘

な
ど
五
施
設
で
定
期
販
売
し

て
い
る
。　

一
日
平
均
三
百
～

四
百
個
を
販
売
す
る
。

自
主
製
品
づ
く
り
に
も
取

り
組
も
う
と
、

最
近
は
花
の

需
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、

じ

っ
く
り
と
育
て
る
作
業
が

利
用
者
に
適
し
て
い
る
こ
と

か
ら
花

の
苗
づ
く
り
を
開

始
。

い
ま
で
は
ポ
ー
チ
ュ
ラ

カ
、

ビ
ヨ
ラ
、

ベ
ン
ジ
ャ
ミ 種や挿し木から育てた園芸品

ン
な
ど
十
種
類
を
種
や
挿
し

木
か
ら
育
て
る
。　

一
鉢
三
十

円
～
百
円
で
販
売
、

ロ
コ
ミ

で
広
が

っ
て
い
る
。

利
用
者

の
女
性
は

「小
さ
な
種

が

育

っ
て

い
く
様
子
は
す
ご

い
。

仕
事
は
楽
し
い
で
す
」

と
話
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
地
元
の
農

産
物
で
製
品
を
と
、

近
ぐ
の

茶
畑
か
ら
無
農
業
茶
を
製

造

・
販
売
し
て
い
る
。

来
年

か
ら
野
業
の
苗
づ
く
り
も
し

た
い
と
い
う
。

日
曜

・
祭
日

は
休
み
。

∩
ふ

罷
・
９
５
０

０
、

同
学
園
。

う
と
頑
張

っ
て
い

セ
ル
ヒ
オ
さ
ん

の
マ
ル
ょ
ア
ル
・ず

大
学

の
教
授
。　

一

に
来
鶴
し
て
、

開

研
究
に
取
り
組
ん

来
日
は
三
度
ロ
イ

度
は
下
関
や
横
行

試
験
所
な
ど
で
郁

た
と

い
う
。

き

道

を

習

い

は
、　

一
緒

に
来
姫

た
。

利
用
者
た
ち
は
事
前
に

パ
ン
を
焼
い
て
準
備
に
取
り

組
ん
だ
。

演
奏
は
養
護
学
校
教
諭
の

四
方
正
人
さ
ん
が
オ
カ
リ

ナ
、

ピ
ア
ノ
教
室
教
師
の
大

概
早
苗
さ
ん
が
キ
ー
ボ
ー
ド

を
担
当
。

鹿
原
の
み
ず
な
ぎ

学
園
の
利
用
者
た
ち
が
作

っ

た
ろ
う
そ
く
で
、

施
設
ま
で

の
道
と
会
場
を
キ
ャ
ン
ド
ル

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る

中
、

「北
の
国
か
ら
」
「少
年

時
と

な
ど
十
山
を
演
奏
し
、

来
場
者
は
く

つ
ろ
ぎ
な
が
ら

聴
き
入

っ
た
。
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⑫ オゾンの不思議
「ハイビスカス染めには驚 きましたよ」と、夏休み明け

に学生が声をかけてきた。 さらに福岡弁で 「あんな真っ

ピンク、あ りえんじ !」「ぜったい合成染岩|を混ぜ とる !」

とまくしたてている。花の色は美 しいが、その色素 「ア

ン トシアン」は染料にならないことを、彼は覚えていた。

授業の話が少 しでも記憶 されているとは喜ばしい。冷房

のない教室で、汗を流 しなが らの熱弁 も甲斐があると言

うものだ。

身近な草木が鮮やかで堅年な赤や紫、緑などを出すこ

とは皆無 と言つて良い。それが草木染の常識だ。ピンク

色の布を見せ られ、「アロエで染めたものですJと 言われ

ても、彼 と同様に信 じることがてきない。ところが 「色

素の抽出にオゾンを使ってます」と聞き、「これはただな

らぬことかも知れない。一度自分の日で確かめる価値は

ある…」 と、アロエ染の工房を訪れた。
アロエの外観から、染色に有効な色素を連想すること

,キで 去 えヽ 1 /、 キ lイ や,  1秀日日で ドロ ドロ の 登 |カカざ彰停府と「

みずなぎ丸田学園九
回
の
障
害
者
通
所
授
産

施
設
「
み
ず
な
ぎ
丸
田
学
園
」

で
十
四
日
夜
、

十
三
夜

の
月

見
を
し
な
が
ら
吉
楽
鑑
貨
を

楽
し
む
催
し
が
開
か
れ
た
。

三
十
人
以
上
の
地
元
の
人
た

ち
が
参
加
し
、

学
園
の
利
用

者
た
ち
が
焼

い
た
パ

ン
と

コ
ー
ヒ
ー
を
味
わ

い
な
が

ら
、

オ
カ
リ
ナ
と
キ
ー
ボ
ー

ド
演
奏
を
楽
し
ん
だ
。

日
畑
が
広
が
る
環
境
に
あ

る
同
学
図
は
、

月
見
を
し
な

が
ら
自
然
の
恵
み
を
感
じ
、

ま
た
地
元
の
人
た
ち
と
の
交

流
の
場
を
持
と
う
と
、

初
め

て
音
楽
鑑
賞
会
を
企
画
し

十三夜の周見と
書楽鑑賞楽しむ
オカリナとキーボード

中中中 中中中中中中中 中伸中中 中中中 中中中 中中中中 中中 中中中申中中中 中中中 中中

ア
ロ
エ
染
は
画
期
的
な
も
の
か

ダ 、 ク々か持釘閻

オカリナ長奉する養護学校教諭の四方さん
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